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提
言
の
中
で
、
「
水
産
環

境
整
備
」
と
は
、
「
水
産
資

源
の
回
復
・
増
大
と
豊
か
な

生
態
系
の
回
復
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
水
産
生
物
の
動
態
、

生
活
史
に
対
応
し
た
良
好
な

生
息
環
境
空
間
を
創
出
す
る

整
備
」
と
定
義
し
、
そ
の
基

本
方
針
は
３
つ
の
柱
と
し
て

い
る
。

�
環
境
基
盤
の
重
視

環
境
を
重
視
す
る
視
点
か

ら
基
盤
を
整
備
し
、
生
態
系

全
体
の
生
産
力
の
底
上
げ
を

目
指
す
こ
と

�
点
か
ら
空
間
へ

こ
れ
ま
で
の
「
点
」
的
な

整
備
か
ら
、
対
象
と
す
る
水

産
生
物
の
動
態
、
生
活
史
を

踏
ま
え
た
生
息
環
境
空
間
と

し
て
対
象
範
囲
を
捉
え
直
す

こ
と�

資
源
・
環
境
変
動
へ
の

対
応資

源
や
環
境
の
変
動
を
踏

ま
え
つ
つ
、
良
好
な
状
態
を

維
持
・
保
全
し
て
い
く
た
め

の
柔
軟
な
整
備
・
管
理
を
行

う
こ
と

事
業
制
度
の
創
設

漁
場
整
備
を
巡
る
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
、
海
洋
・
沿

岸
域
に
お
け
る
生
態
系
全
体

の
生
産
力
の
底
上
げ
を
目
指

し
、
水
産
生
物
の
動
態
及
び

生
活
史
に
対
応
し
た
良
好
な

生
息
環
境
空
間
を
創
出
す
る

「
水
産
環
境
整
備
」
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
き
、
漁
場
環

境
を
空
間
的
に
捉
え
、
水
産

生
物
の
生
活
史
に
対
応
し
た

広
域
的
な
環
境
整
備
を
推
進

し
、
も
っ
て
、
海
洋
・
沿
岸

域
に
お
け
る
水
産
資
源
の
増

大
と
豊
か
な
生
態
系
の
維
持

回
復
を
図
る
「
豊
か
な
海
を

育
む
総
合
対
策
事
業
」
が
平

成
２２
年
度
に
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
の
中
で
は
、
対

象
と
な
る
水
産
生
物
の
生
活

史
の
全
部
又
は
一
部
に
関
す

る
知
見
が
あ
り
、
本
事
業
に

よ
る
広
域
的
か
つ
総
合
的
な

水
産
環
境
整
備
の
実
施
が
可

能
で
あ
る
海
域
に
お
い
て
、

水
産
環
境
整
備
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
以
下
に
掲

げ
る
施
策
を
必
要
に
応
じ
て

一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

�
魚
礁
、
増
殖
場
の
造
成

（
新
設
、
機
能
強
化
）
に
係

る
事
業

�
水
域
環
境
保
全
の
た
め

の
事
業

�
漁
港
施
設
、
海
岸
保
全

施
設
等
へ
の
資
源
増
殖
、
餌

料
培
養
の
機
能
付
加
を
行
う

事
業�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

�
生
活
史
の
各
段
階
に
応

じ
た
漁
場
の
機
能
強
化
技
術

の
開
発
・
実
証
の
取
り
組
み

�
漁
業
者
等
に
よ
る
藻
場

・
干
潟
等
の
保
全
活
動
の
取

り
組
み

�
種
苗
放
流
や
漁
獲
制
限

等
、
資
源
管
理
の
た
め
の
取

り
組
み

ま
た
、
本
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
各
事
業
の
円

滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た

め
、
事
業
実
施
主
体
が
中
心

と
な
り
、
関
係
す
る
地
方
公

共
団
体
、
水
産
業
協
同
組
合
、

漁
業
者
及
び
試
験
研
究
機
関

等
と
協
議
の
場
を
設
け
つ

つ
、
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

現
在
の
取
組
状
況

平
成
２６
年
１０
月
現
在
、
全

国
１５
地
区
に
お
い
て
水
産
環

境
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

�
播
磨
灘
地
区
（
実
施
都

道
府
県：

兵
庫
県
、
岡
山

県
、
香
川
県
）
指
標
種：

マ
コ
ガ
レ
イ

�
大
阪
湾
地
区
（
実
施
都

道
府
県：

兵
庫
県
、
大
阪
府
）

指
標
種：

キ
ジ
ハ
タ

�
日
本
海
宗
谷
地
区
（
実

施
都
道
府
県：

北
海
道
）

指
標
種：

ソ
イ
類

�
本
州
日
本
海
北
部
地
区

（
実
施
都
道
府
県：

青
森

県
、
秋
田
県
、
山
形
県
）
指

標
種：

ウ
ス
メ
バ
ル
、
ハ

タ
ハ
タ

�
石
狩
湾
周
辺
地
区
（
実

施
都
道
府
県：

北
海
道
）

指
標
種：

ソ
イ
類

�
北
海
道
津
軽
海
峡
地
区

（
実
施
都
道
府
県：

北
海

道
）
指
標
種：

ア
イ
ナ
メ
、

ソ
イ
類

�
新
潟
県
沿
岸
域
地
区

（
実
施
都
道
府
県：

新
潟

県
）
指
標
種：

ウ
ス
メ
バ
ル

�
北
海
道
南
西

部
地
区
（
実
施
都

道
府
県：

北
海

道
）
指
標
種：

ソ
イ
類

	
北
海
道
太
平

洋
西
部
地
区
（
実

施
都
道
府
県：

北
海
道
）
指
標

種：

ソ
イ
類



伊
予
灘
地
区

（
実
施
都
道
府

県：

愛
媛
県
、

山
口
県
、
大
分
県
）

指
標
種：

マ
コ

ガ
レ
イ
、
マ
ダ
イ

�
琵
琶
湖
地
区
（
実
施
都

道
府
県：

滋
賀
県
）
指
標

種：

ホ
ン
モ
ロ
コ

�
北
海
道
太
平
洋
中
部
地

区
（
実
施
都
道
府
県：

北

海
道
）
指
標
種：

ソ
ウ
ハ

チ

愛
知
県
海
域
地
区
（
実

施
都
道
府
県：

愛
知
県
）

指
標
種：

ト
ラ
フ
グ

�
伊
豆
半
島
沿
岸
地
区

（
実
施
都
道
府
県：

静
岡

県
）
指
標
種：

マ
ダ
イ

�
豊
浦
大
津
地
区
（
実
施

都
道
府
県：

山
口
県
）
指

標
種：

キ
ジ
ハ
タ

今
後
の
取
り
組
み

平
成
２４
～
２８
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
第
３
次
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
に
お
い

て
、
全
国
２０
地
区
に
お
い
て

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
。

http : //www.gyokou.or.jp/

平
成
２２
年
１２
月
、
今
後
の
漁
場
整
備
の
技
術
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
「
海
洋

・
沿
岸
域
に
お
け
る
水
産
環
境
整
備
の
技
術
検
討
会
」
に
お
い
て
、
「
水
産
環
境
整
備

の
推
進
に
向
け
て
」と
題
す
る
提
言
の
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
。
概
要
や
基
本
方
針
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
紹
介
す
る
。

大
日
本
水
産
会
の
東
日
本

大
震
災
対
策
本
部
（
本
部
長

＝

白
須
敏
朗
大
日
本
水
産

会
会
長
）
は
９
月
３０
日
、
竹

下
亘
復
興
大
臣
を
表
敬
訪

問
し
、
震
災
復
興
へ
の
要

請
を
行
っ
た
。

白
須
会
長
は
「
被
災
地

域
の
水
産
業
の
復
興
加
速

化
を
図
る
た
め
、
地
元
関

係
者
の
意
向
を
十
分
勘
案

の
上
、
万
全
の
対
策
を
お

願
い
し
た
い
」
と
要
請
。

竹
下
大
臣
は
「
水
産
加

工
業
を
以
前
の
生
業
（
な

り
わ
い
）
の
状
態
に
戻
す

ま
で
が
真
の
復
興
と
受
け

止
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

要
請
に
は
白
須
会
長
を
は

じ
め
、
日
本
か
つ
お
・
ま
ぐ

ろ
漁
業
協
同
組
合
の
山
下
潤

組
合
長
、
全
国
ま
き
網
漁
業

協
会
の
川
本
省
自
副
会
長
、

全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
の

郡
司
理
事
務
局
長
、
日
本
ト

ロ
ー
ル
底
魚
協
会
の
吉
田
光

徳
会
長
、
全
国
い
か
釣
り
漁

業
協
会
の
二
川
和
夫
専
務
、

全
国
水
産
加
工
業
協
同
組
合

連
合
会
の
中
山
嘉
昭
会
長
、

全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
田
中

潤
兒
会
長
、
漁
船
保
険
中
央

会
の
三
宅
哲
夫
副
会
長
、
Ｊ

Ｆ
全
漁
連
の
大
森
敏
弘
常

務
、
大
日
本
水
産
会
の
重
義

行
専
務
が
同
行
し
た
。

平成２６年１０月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園

������	
���

水水水水水水水水水水
産産産産産産産産産産
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備
ママママママママママ
スススススススススス
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
ププププププププププ
ララララララララララ
ンンンンンンンンンン

水
産
生
物
の
動
態
、生
活
史
に
対
応
し
た
生
息
環
境
空
間
を
創
出

漁 港 漁 場 月 報

大
震
災
か
ら
の
本
格
再
生
を

竹
下
復
興
大
臣
に
要
請

大
日
本
水
産
会

竹下大臣（左から５人目）に

復興支援を要請

�� �����
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水
産
庁
は
、
９
月
２６
日

（
金
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

農
林
水
産
省
七
階
講
堂
に
お

い
て
、
平
成
２６
年
度
「
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
」
関

係
担
当
者
会
議
を
、
都
道
府

県
・
市
町
村
の
担
当
者
を
は

じ
め
研
究
機
関
、
関
係
団
体

か
ら
１
６
０
名
あ
ま
り
の
参

加
を
得
て
開
催
し
た
。

会
議
は
、
�
吉
晋
吾
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
の

「
現
在
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁

獲
量
削
減
や
ウ
ナ
ギ
養
殖
稚

魚
の
池
入
れ
の
２

割
削
減
な
ど
水
産

に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
２７
年
度

予
算
概
算
要
求
で

は
、
資
源
管
理
、

経
営
対
策
、
輸
出

対
策
、
漁
村
活
性

化
な
ど
を
柱
に
し

て
い
る
。

輸
出
の
拡
大
に

向
け
て
は
、
安
全

・
安
心
な
魚
介
類

の
提
供
の
た
め
に

漁
港
の
高
度
衛
生

管
理
対
策
を
特
３

漁
港
か
ら
流
通
拠

点
漁
港
に
範
囲
を

広
げ
て
い
る
。
資
源
の
増
大

に
向
け
て
は
、
水
産
生
物
の

生
活
史
に
対
応
し
た
水
産
環

境
整
備
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
１５
地
区
で
策
定
し

て
い
る
。
漁
場
整
備
に
つ
い

て
は
、
魚
礁
の
定
量
的
な
効

果
把
握
に
努
力
し
て
、
魚
礁

の
効
果
の
�
見
え
る
化
�
に

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

国
土
強
靭
化
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
を
進
め
る
と
と

も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
等
の
地

震
津
波
に
対
応
す
る
た
め
漁

港
施
設
の
機
能
診
断
や
老
朽

化
診
断
を
行
う
と
と
も
に
、

多
重
防
御
に
よ
る
防
災
・
減

災
対
策
や
避
難
路
整
備
な
ど

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
制

度
拡
充
・
規
制
緩
和
に
よ
る

住
み
易
さ
の
向
上
に
も
努
め

て
い
る
。
地
方
の
創
生
に
は

漁
村
の
維
持
発
展
が
必
要
不

可
欠
な
の
で
、
漁
村
の
将
来

を
考
え
る
た
め
に
も
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
や
浜
の
応
援

団
制
度
を
活
用
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け

頑
張
っ
て
い
く
」
と
の
挨
拶

で
開
会
し
た
。

続
い
て
「
計
画
課
説
明
事

項
」、
「
整
備
課
説
明
事
項
」、

「
防
災
漁
村
課
説
明
事
項
」

の
順
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

担
当
官
よ
り
説
明
及
び
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

説
明
事
項
の
内
容
は
次
の

と
お
り
。

◎
計
画
課
説
明
事
項

（
平
成
２７
年
度
予
算
（
概
算
）

要
求
内
容
等
）

�「
水
産
基
盤
整
備
事
業
」

等
に
つ
い
て

�
「
水
産
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
」
に
つ
い
て

�
「
水
産
物
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
と
衛
生
管
理
対
策
」
に
つ

い
て�

「
水
産
基
盤
整
備
事
業

に
係
る
計
画
」
に
つ
い
て

◎
整
備
課
説
明
事
項

（
平
成
２５
年
度
補
正
及
び
２６

年
度
当
初
予
算
の
執
行
）

�
「
予
算
の
早
期
執
行
」

に
つ
い
て

�
「
機
能
保
全
計
画
に
お

け
る
水
域
施
設
の
取
り
扱

い
」
に
つ
い
て

�
「
改
正
品
確
法
の
施
行

と
運
用
指
針
作
成
に
向
け
た

動
向
」
に
つ
い
て

（
平
成
２７
年
度
予
算
（
概
算
）

要
求
内
容
等
）

�
「
整
備
課
所
管
非
公
共

事
業
」
等
に
つ
い
て

�
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
（
行
動
計
画
）
」
に
つ

い
て�

「
漁
港
施
設
の
地
震
・

津
波
対
策
に
つ
い
て

◎
防
災
漁
村
課
説
明
事
項

（
平
成
２７
年
度
予
算
（
概
算
）

要
求
内
容
等
）

�
「
防
災
漁
村
課
の
２７
年

度
概
算
要
求
」
に
つ
い
て

�
「
漁
港
海
岸
事
業
」
に

つ
い
て

�
「
漁
港
関
係
等
災
害
復

旧
事
業
」
及
び
「
防
災
協
定

の
締
結
促
進
」
に
つ
い
て

�
「
防
災
漁
村
課
所
管
非

公
共
事
業
」
に
つ
い
て

・
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン

支
援
事
業

・
離
島
漁
業
再
生
支
援
交

付
金・

強
い
水
産
業
づ
く
り
交

付
金

・
水
産
業
共
同
利
用
施
設

復
旧
整
備
事
業

�
「
漁
港
・
漁
村
の
防
災

・
減
災
対
策
の
推
進
方
針
の

と
り
ま
と
め
状
況
」

担
当
官
か
ら
の
説
明
に
対

し
て
、
出
席
者
か
ら
は
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
は
、
９
月
８
日
、
９

日
に
長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
セ

ン
ト
ヒ
ル
長
崎
に
お
い
て
、

「
な
が
さ
き
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ

・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
た
。
こ
の
勉
強
会
は
、

長
崎
県
水
産
業
の
発
展
と
地

域
の
活
性
化
に

寄
与

す

る

た

め
、
「
豊
か
な

海
の
森
の
復
活

と
漁
場
の
活
性

化
を

目

指

し

て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
会
員
等

関
係
者
を
対
象

に
実
施
し
た
も

の
で
、
約
１
７

０
名
が
参
加
し

た
。今

回
の
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
は

長
崎
県
、
長
崎
県
市
長
会
、

長
崎
県
町
村
会
、
長
崎
県
海

区
漁
協
長
会
、
長
崎
県
漁
協

専
務
参
事
会
の
後
援
を
得
て

行
っ
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
講

に
先
立
ち
主
催
者
を
代
表
し

友
広
郁
洋
会
長
（
代
読

出

口
澄
洋
専
務
理
事
）
が
挨
拶

し
、
続
い
て
長
崎
県
水
産
部

下
山
満
寛
部
長
よ
り
来
賓
祝

辞
が
あ
っ
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
５
部

の
構
成
で
、
８
日
１３
時
３０
分

か
ら
９
日
午
後
１２
時
１５
分
ま

で
参
加
者
は
講
師
１３
名
の
熱

心
な
講
演
に
聴
き
入
っ
た
。

第
３
部
の
「
地
域
活
性
化

を
探
る
情
報
交
換
会
」
は
約

８５
名
が
参
加
し
、
同
ホ
テ
ル

の
「
紫
陽
花
」
で
長
崎
県
水

産
部
下
山
満
寛
部
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
資
源
を
再
発
見
し
地
域
活

性
化
の
有
効
活
用
な
ど
を
語

り
な
が
ら
の
情
報
交
換
に
余

念
の
無
い
時
間
を
過
ご
し

た
。演

題
と
講
師
な
ど
の
概
要

は
次
の
通
り
。

○
第
１
部：

専
門
家
の

海
を
見
詰
め
る
目

・
演
題
「
県
内
の
藻
場
の

変
化
と
漁
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て
」

（
講
師
）
（
独
）
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水

産
研
究
所
藻
類
・
沿
岸
資
源

管
理
グ
ル
ー
プ
長

吉
村
拓

氏
・
演
題
「
魚
の
食
害
対
策

に
つ
い
て
」

（
講
師
）
（
独
）
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学

研
究
所
生
物
環
境
グ
ル
ー
プ

長

桑
原
久
実
氏

・
演
題
「
ウ
ニ
食
害
対
策

に
つ
い
て
」

（
講
師
）
�
ベ
ン
ト
ス
代

表
者

南
里
海
児
氏

・
演
題
「
タ
ネ
播
き
に
つ

い
て
」

（
講
師
）
オ
フ
ィ
ス
Ｍ
Ｏ

Ｂ
Ａ
代
表
者

中
嶋
泰
氏

・
演
題
「
藻
場
造
成
に
用

い
る
海
藻
の
生
態
に
つ
い

て
」

（
講
師
）
長
崎
県
総
合
水

産
試
験
場
種
苗
量
産
技
術
開

発
セ
ン
タ
ー
介
藻
類
科
主
任

研
究
員

桐
山
隆
哉
氏

○
第
２
部：

行
政
の
海

づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

・
演
題
「
藻
場
回
復
新
技

術
導
入
実
践
事
業
に
つ
い

て
」（

講
師
）
長
崎
県
水
産
部

資
源
管
理
課
漁
場
環
境
班
課

長
補
佐

中
村
伸
司
氏

○
第
３
部：

海
を
耕
す

情
報
交
換
会

○
第
４
部：
浦
浜
で
海

を
耕
す
活
動

・
演
題
「
五
島
市
に
お
け

る
磯
焼
け
対
策
の
取
組
み
状

況
」

（
講
師
）
五
島
市
水
産
課

水
産
振
興
班
主
査

豆
谷
孝

志
氏・

演
題
「
西
海
市
瀬
川
地

区
の
取
組
み
事
例
」

（
講
師
）
瀬
川
地
区
海
渚

を
再
生
す
る
会
会
長

松
永

只
満
氏

・
演
題
「
佐
世
保
市
浅
子

地
区
の
取
組
み
事
例
」

（
講
師
）
佐
世
保
市
浅
子

地
区
活
動
組
織
代
表

桃
田

輝
治
氏

○
第
５
部：

漁
場
の
形

成
状
況
を
観
察

・
情
報
提
供
「
長
崎
県
内

に
お
け
る
魚
礁
の
蝟
集
状
況

に
つ
い
て
」

（
講
師
）
海
洋
開
発
長
崎

�
、
技
研
興
業
�
長
崎
営
業

所

所
長

藤
岡
誠
氏

・
情
報
提
供
「
長
崎
県
平

戸
沖
に
お
け
る
魚
礁
群
の
調

査
事
例
報
告
」

（
講
師
）
海
洋
土
木
�
環

境
部
笠
原
百
代
氏

・
情
報
提
供
「
平
戸
市
志
々

伎
地
先
に
お
け
る
増
殖
礁
の

効
果
調
査
事
例
」

（
講
師
）
ス
ミ
リ
ー
フ
�

取
締
役
（
技
術
担
当
）

阿

部
豊
太
郎
氏

・
情
報
提
供
「
長
崎
県
内

に
お
け
る
魚
礁
の
効
果
事
例

に
つ
い
て

（
講
師
）
海
洋
建
設
�
水

産
環
境
研
究
所
技
術
営
業
部

部
長
代
理

藤
澤
真
也
氏

（
一
社
）
青
森
県
漁
港
漁

場
協
会
（
越
善
靖
夫
代
表
理

事
）
は
、
９
月
２５
日
「
平
成

２６
年
度
第
１
回
青
森
県
漁
港

漁
場
整
備
事
業
研
修
会
」
を

青
森
市
内
で
開
催
し
た
。

本
研
修
会
は
、
平
成
１３
年

度
か
ら
１６
回
目
の
開
催
で
、

県
及
び
市
町
村
の
担
当
職

員
、
水
産
関
係
団
体
及
び
漁

協
の
役
職
員
、
魚
礁
関
係
企

業
や
漁
港
漁
場
建
設
に
関
係

す
る
団
体
等
か
ら
約
１

３
０
名
参
加
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
主

催
者
を
代
表
し
て
宝
多

森
夫
業
務
執
行
理
事

が
、
来
賓
と
し
て
青
森

県
農
林
水
産
部
水
産
局

松
宮
隆
志
水
産
局
長
が

挨
拶
を
述
べ
た
。

研
修
会
で
は
、
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防

災
漁
村
課
の
横
山
純
防

災
技
術
専
門
官
が
、「
漁

港
漁
場
漁
村
整
備
を
め

ぐ
る
最
近
の
状
況
に
つ
い

て
」
の
中
で
平
成
２７
年
度
予

算
概
算
要
求
内
容
等
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
青
森
県
農

林
水
産
部
水
産
局
漁
港
漁
場

整
備
課
工
藤
則
明
主
査
の

「
漁
業
者
に
よ
る
自
主
的
な

漁
船
避
難
ル
ー
ル
づ
く
り
に

つ
い
て
」
、
北
彩
漁
業
生
産

組
合
濱
田
勇
一
郎
代
表
理
事

組
合
長
の
「
津
軽
海
峡
育
ち

・
純
国
産
『
海
峡
サ
ー
モ
ン	

―
６
次
産
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
―
」
、
青
森
県
健
康

福
祉
部
が
ん
・
生
活
習
慣
病

対
策
課
工
藤
俊
幸
課
長
の

「
今
を
変
え
れ
ば
！
未
来
は

変
わ
る


」
で
「
短
命
県
」

と
言
わ
れ
て
い
る
青
森
県
の

「
短
命
県
返
上
」
の
た
め
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
、
ス
ミ
リ
ー
フ
株

式
会
社
阿
部
豊
太
郎
代
表
取

締
役
が
「
青
森
県
内
に
お
け

る
魚
礁
・
増
殖
礁
の
調
査
事

例
に
つ
い
て
」
講
演
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
約
９０
名

が
出
席
し
て
情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
た
。
佐
藤
博
理
事
（
小

泊
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
）の
挨
拶
に
始
ま
り
、

和
や
か
に
懇
談
が
行
わ
れ
盛

会
裏
に
終
了
し
た
。

（
十
月
一
日
）

漁
港
漁
場
整
備
部
防
災
漁

村
課
災
害
査
定
官
兼
漁
港
漁

場
整
備
部
整
備
課
（
漁
港
漁

場
整
備
部
整
備
課
施
工
積
算

班
施
工
基
準
係
長
）
松
本
弘

漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課
漁

港
漁
場
防
災
・
減
災
技
術
専

門
官
（
整
備
課
調
整
班
事
業

調
整
係
長
）
劔
崎
聖
生

漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課

併
任
（
漁
政
部
漁
政
課
）
木

村
俊
貴

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
水
産
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
の
推
進

に
向
け
て
」
が
、
来
る
１２
月

６
日
（
土
）
の
午
後
１
時
か

ら
東
京
海
洋
大
学
（
港
区
港

南
）
の
一
号
館
１３
番
教
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
シ
ン
ジ
ウ
ム
は
、
日

本
水
産
工
学
会
が
主
催
し
、

（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
水
産
工
学
研
究
所
、（
一

財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研

究
所
、
（
一
社
）
水
産
土
木

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
、
（
一

社
）全
日
本
漁
港
建
設
協
会
、

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
及
び
漁
村
水
環
境
研

究
会
の
６
団
体
の
共
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
水

産
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
の

推
進
を
テ
ー
マ
に
、
関
係
者

間
で
施
策
や
技
術
、
調
査
研

究
成
果
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
課
題
を
含
め
議

論
す
る
。

参
加
費
は
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）。

水
産
庁
及
び
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
の
後
援
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所
は
、
１２
月
１１
日

（
木
）
午
前
１０
時
か
ら
東
京

都
内
の
発
明
会
館
に
お
い

て
、
第
８
回
調
査
研
究
成
果

発
表
会
を
開
催
す
る
。

本
発
表
会
は
、
漁
村
総
研

が
日
頃
、
取
り
組
ん
で
い
る

漁
港
、
漁
場
、
漁
村
に
お
け

る
様
々
な
要
請
に
対
す
る
活

動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
研
究

・
技
術
等
を
一
般
の
方
々
に

情
報
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
年
に
一
回
開
催
す
る

も
の
で
、
二
部
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

第
一
部
は
、
漁
村
総
研
の

研
究
成
果
と
し
て
「
津
波
に

よ
る
漂
流
物
対
策
」
や
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
の
効

果
」
な
ど
５
課
題
の
研
究
成

果
を
発
表
す
る
。

第
二
部
で
は
、
ま
ず
「
豊

か
な
生
息
環
境
の
創
造
に
向

け
て
～
水
産
環
境
整
備
の
取

り
組
み
と
今
後
の
展
望
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
松
田
治
氏
（
広

島
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る

基
調
講
演
、
伊
藤
靖
氏
（
漁

村
総
研
第
２
調
査
研
究
部

長
）
に
よ
る
論
文
発
表
を
行

う
。
そ
し
て
、
後
半
は
安
永

義
暢
氏
（
（
一
社
）
全
国
水

産
技
術
者
協
会
理
事
）
を
座

長
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係
者

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

参
加
費
は
無
料
。
問
い
合

わ
せ
、
参
加
申
込
は
、
事
務

局
の
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
へ
。
電
話
（
０３

―
５
８
３
３
―
３
２
２
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―
５
８
３
３
―
３

２
２
１
）。

申
し
込
み
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
漁
村
総
研
の
ホ
ー

ム
ペ
―
ジ
を
ご
参
照
下
さ

い
。
（h

ttp
:

//w
w

w
.jific.

o
r.jp

/

）

９
月
２
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
大
分
県
へ

出
張９

月
２４
日
（
水
）

長
崎
県
漁
港
漁
場
協

会
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
出
口
澄
洋
氏
、
同
協

会
事
務
局
次
長
川
田
信

英
氏

平
成
２６
年
度

������	
��� ��

水水
産産
庁庁
人人
事事
異異
動動

自
９
月
１
日

漁漁
港港
往往
来来

「
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
」

関
係
担
当
者
会
議
を
開
催

水産庁

自
９
月
３０
日

（
一
社
）
青
森
県

漁
港
漁
場
協
会

研
修
会
を
開
催

水水産産イインンフフララ
長長寿寿命命化化シシンンポポ

１２月６日都内で開催

担当者会議の様子

１６回目の開催となった研修会

漁 港 漁 場 月 報

（
一
財
）漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所

調
査
研
究
成
果
発
表
会

１２
月
１１
日
開
催
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（一社）長崎県漁港漁場協会

約１７０名が参加した
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